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（仮称）小金井市新福祉会館建設に関する

庁内検討委員会（第１４回） 
日時 

平成３０年２月１９日（月） 

１０：００～１１：４５ 
場所 

西庁舎 

第五会議室 

出 席 者 

委員長（福祉保健部長）、副委員長（福祉会館等担当課長） 

委員：庁舎建設等担当課長（企画政策課長代理）、コミュニティ文化課長、地域福祉課長、自立

生活支援課長、健康課長、高齢福祉担当課長、子ども家庭支援センター等担当課長、建築営繕

課長 

欠 席 者 子ども家庭部長、介護福祉課長、子育て支援課長、公民館長 

事 務 局 地域福祉課福祉会館等担当 

議  事 （仮称）小金井市新福祉会館機建設基本計画（案）の検討について 

配布資料 
（資料１）（仮称）新福祉会館建設基本計画修正案（抜粋） 

（資料２）ゾーニング図案について 

結果要旨 

（会議に先立ち、委員長が挨拶を行った） 
 
【１ 連絡・報告事項】 
○ （仮称）小金井市新福祉会館建設基本計画市民検討委員会委員を対象とした基本計画の説
明会開催について 

 
（本件については、以上で終了） 

 
【２ 議事 （仮称）小金井市新福祉会館機建設基本計画（案）の検討について】 
○ 資料１の説明 
 
＜質疑＞ 
○ 機能の追加による面積や事業費は、どのように変更予定か。 
 
→ 財政計画に関することでもあるので、関連部署と調整中である。 
 
○ 高齢者の就労・社会参加、生きがいづくり事業の機能連携イメージでは、必ず福祉総合相
談窓口が入り口としているように見える。 

 
○ 各団体に直接相談に行くケースが想定されるならば、もう少し分かりやすくした方がよい
と思う。 

 
○ 福祉総合相談窓口と、悠友クラブやシルバー人材センターの各団体への２本の流れを示す
必要があると思う。 

 
○ 各機能間での連携事業の想定はあるか。 
 
→ 事業連携を具体的な細部については、今後更に検討していくことになるが、既存の事業を
通じた連携を図ることができるのではないかと考えている。悠友クラブとシルバー人材セン
ターの団体間連携や事業展開は、それぞれが展開している事業間においても少なからず接点
があり、事務所等が近接することによって更に連携が強く図られていくのではないかと考え
ている。 

 
○ 相談の矢印が新福祉会館と新庁舎に分かれているのも、相談者にとっては分かりづらいた
め、どちらに行けばよいのか具体的な内容の振り分けなどができればよいと思う。 

 
○ 高齢者の就労や社会参加に関わる相談を全般的に福祉総合相談窓口でも受けるという周知
や情報発信を十分に行い、できる限りの相談は福祉総合相談窓口で受け止められるように表
記を考えてもらえればと思う。 

 
→ 可能な範囲で修正したい。 
 
○ 今回、基本計画（案）の修正部分としての資料配布がない箇所の修正はどのようにするの
か。 
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→ 機能の追加により、大きな変更がある部分について資料配布したが、その他の関連部分の
修正も行う予定である。 

 
○ 福祉総合相談窓口については、その後、より具体的な説明をしてきたと思うが、修正等は
しないのか。 

 
○ 市議会へは市民検討委員会の検討内容より踏み込んだ説明を行ったことから、最終的には
反映させる必要があると思う。 

 
○ 既に提示している相談の流れのフロー図を追加掲載する必要があると思うし、情報発信機
能についても追記が必要であると思う。 

 
→ 適切に修正したい。 
 
○ 資料２について、新たに機能が追加されることにより、新福祉会館を５階建てと想定し、
各機能の配置案を作成した。ゾーニング図案として基本計画への掲載を考えているので、各
機能の特性等を踏まえ、担当としての意見をうかがいたい。 

 
○ 福祉共同作業所について、希望としては１階への配置をお願いしたい。理由の一つ目とし
て、利用者の障がい特性から、５階では発災時の迅速な避難が困難となることが懸念される
こと、２点目としては、旧福祉会館のように来館者との触れ合いや交流が重要と考えており、
５階では交流が難しくなると考えるためである。 

 
○ 福祉共同作業所の配置希望と同様の理由で、親子あそびひろばスペースも１階への配置が
望ましい。発災時における利用者の避難ということであれば、ひろばスペースの利用者も小
さなお子さんを連れての迅速な避難を要するし、資料２の⑷の案では多目的室が隣接してい
るので、多世代と子育て世代との交流を図れるという部分の事業展開も見込まれる理由から、
資料２のゾーニングパターンとしては⑷を希望する。仮に福祉共同作業所の設置が１階とい
うことであれば、２階に親子あそびひろばが配置してある⑶や⑸よりも４階配置の⑴か⑵の
方がよいと考える。 

 
○ パターンとして、４階に保健センターと子ども家庭支援センターなどの機能を配置し、５
階全てを親子あそびひろばとすることは、事業展開としては考えづらいか。 

 
○ 高層階になるほど、発災時の迅速な避難が困難になっていくと思われるので、その点は懸
念される。ただし資料では５階に屋上庭園がイメージされているので、その部分については
ひろばからすぐにアクセスできる点で魅力的ではある。 

 
→ 市民協働支援センター機能等の配置について、新庁舎建設基本計画では低層階、１階玄関
ホール付近への配置としている。資料２ではどのパターンでも４階か５階の高層階での配置
となっている。今回、検討の結果、多くの機能を導入することとなり、各機能の特別な事情
もあるので、現時点では仕方のないことなのかとも思いつつ、指摘しておく。 

 
○ 屋上庭園とあるが、どういうコンセプトで設置する予定なのか。庁舎の５階部分からその
まま屋外に出ることができるようなイメージか。 

 
→ 新庁舎との階層の違いや５階部分の日陰規制によってできると想定されるスペースの有効
活用ということで、現時点では仮に屋上庭園としているものであって、決定しているもので
はないが、両施設から屋外へアクセスできるようなイメージは持っている。 

 
○ 福祉総合相談窓口は、資料２では１階か２階となっているが、以前から新庁舎の福祉部門
の窓口と近接している方がよいという意見と、プライバシー保護等の観点からはあまり目立
たせないように配慮した方がよいという意見があった。市議会においても騒々しい場所で相
談を行うのはいかがなものかという話もあり、福祉総合相談窓口をどこに配置するのかとい
う問題は重要であって、今回の資料２の配置案ではどの場所への配置が適切と考えるか。 

 
→ まず連携という観点からは、福祉部門の部署との近接していた方がよいと考えている。相
談者の中にはあまり人目に触れたくない方や、騒々しい場所での相談がふさわしくない場合
も想定され、そういう理由からプライバシーへの配慮もやはり必要だと考える。 
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○ 資料２の配置案の中では、どれが適切だと考えるか。 
 
○ 市民検討委員会の意見では、福祉総合相談窓口は１階への配置が望ましいとの意見が出さ
れている。そのため、今回の配置案では１階と２階のパターンを作成している。 

 
→ 資料２の案からは⑴か⑶の配置が望ましいと考える。新庁舎の福祉部門との物理的な連携
は極端に近接していなくても、複合された建物内の同じフロアであれば十分可能だと思う。 

 
○ 福祉共同作業所を１階に配置したい理由のひとつとして、発災時における利用者の避難を
挙げていたが、例えば同じ低層階でも２階への配置は難しいのか。また利用者や保護者から、
プライバシー等の関係から多くの来館者が集う１階でない方がよいなどの要望が今後出る可
能性はあるか。 

 
→ 利用者や保護者への再確認は必要だが、旧建設基本計画案では、当時の福祉保健部のイメ
ージとして保護者等に示した福祉共同作業所の配置を１階と計画していたことから、その点
では問題はないと思う。発災時の利用者の避難については、東日本大震災の際に、旧福祉会
館の地下１階から非難する際にも、階段での避難が大変だったとの報告もあった。 

 
○ 発災時は、勝手に建物外へ避難してしまうと逆に危険な場合もあるので、そうならないよ
うな配置をする必要もあると思う。 

 
○ 極端に騒々しい場所との近接も好ましくはないのか。 
 
→ 配慮は必要である。 
 
○ 旧福祉会館や現在の場所は、一定の静寂は確保できていたが、新福祉会館ではマルチスペ
ースで多世代交流が行われることを想定していることもあり、その保障はないが、従前とは
違った状況となることで利用者が不安を覚えないかという懸念もある。 

 
→ 今後、保護者とも緊密に話し合いを行っていきたい。 
 
○ 建物内において休日や夜間も事業を行う機能との配置の振り分けはされているのか。 
 
→ 現時点でのイメージ図では、３階の保健センター部分を除いて、その他は休日や夜間も開
放する想定の機能配置となっている。現在の階層や建築面積の想定から建物における各機能
の配置をイメージすると、ある特定のフロアのみを休日・夜間に開放するという機能の配置
が難しくなっており、極端な話になれば、今後の配置の仕方によっては新福祉会館全体が休
日夜間も開放される可能性も考えられる。 

 
○ このゾーニングは、現時点におけるイメージとして基本計画に掲載するということであ
り 、今後の利用者等との調整や、庁内での調整を経て基本設計がされていくという理解で
よいか。 

 
→ そのように考えている。 
 
○ その他、新庁舎の整備と整合を図る必要があるものについては、一任願いたい。 
 
○ それでは、本日の意見を踏まえて事務局において所要の修正を行い、（仮称）小金井市新福
祉会館建設基本計画として策定していきたいと思う。 

 
 

（本件については、以上で終了） 
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【３ その他】 
○ 特になし 
 
 

（本件については、以上で終了） 
 
 
 

－ 以上で委員会終了 － 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 


